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地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第９項の規定に基づき、 

令和２年度工事監査の結果に関する報告を次のとおり提出する。 
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１ 監査の対象 

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事 

（１）神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事基本設計業務委託 

（２）神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事実施設計業務委託 

（３）神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設建築工事 

（４）神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設電気設備工事 

（５）神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設給排水衛生設備工事 

（６）神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設空気調和設備工事 

（７）神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設昇降機設備工事 

（８）神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事工事監理業務委託 

 

詳細は、別表「神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事契約一覧」のとお

り 

 

２ 監査の期間 

令和２年６月２６日（金）から令和３年１月１５日（金）まで 

 

３ 監査の基本方針 

渋谷区監査委員監査基準第１５条の規定に基づき、区が実施する工事を対象とし

て、計画、設計、積算、施工等の各段階において、主として技術面から当該工事が

適正に行われているか監査する。 

 

４ 監査の着眼点 

工事監査の着眼点は、次のとおりとする。 

（１）工事の計画及び設計は、妥当かつ現場の状況に適合しているか。 

（２）積算の基準及び方法は、適切か。 

（３）仕様書及び設計図は、的確に作成されているか。 

（４）契約事務は、適正に行われているか。 

（５）施工及び工事監理は、適正に行われているか。 

（６）検査及び支払は、適正に行われているか。 

（７）設計、工事監理等の業務委託契約の内容は適正か。 
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５ 監査の方法 

（１）書類審査 

関係書類を審査するとともに、所管部から工事概要の説明を聴取し、監査

を実施した。 

（２）現場実査 

工事現場において、施工状況を関係者から聴取し、工事状況の監査を実施

した。 

（３）技術調査 

公益社団法人大阪技術振興協会に技術調査を委託し、専門技術的事項に

ついて調査を実施した。 

 

６ 技術調査の結果 

公益社団法人大阪技術振興協会へ委託した技術調査では、総括的所見として、

計画、設計から施工まで、特に問題となるところはない、との結果であったが、

個別の評価、助言として、以下のようなものがあった。 

（１）建築工事 

ア 工事費については、解体工事費を含むことなどを考えると安めである。

建築条件、敷地条件にあった工法（鉄骨造）により、鉄筋鉄骨造であれば

躯体に含まれる外壁が、仕上げに含まれていることが大きい。一方、仕上

げ工事はその分高めに見えるが、このことに加え内装工事の多様さが大

きな要因である。いずれにせよ、安めの建築工事費は経済設計によると

ころが大きい。設計者の見識を評価する。 

イ 当計画は、「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（平成２

７年法律第５３号）」に基づく適合判定を取得しており、建築物のエネル

ギー消費性能基準に適合していることが証明されている。 

ウ 構造設計については、鉄骨造・杭工法の選定、耐震性の強化（重要度 

係数の採用）、経済性・居住空間に配慮した床組み工法(合成デッキ工法)

など、綿密な構造計画がなされているとともに計画設計に協力する姿勢

が随所にみられる。 

エ 屋上は一般に開放されるため、ドアは常時解放、フェンスの高さは３

ｍを確保しているが、緑化されている部分は人が近づかないとして低め

に抑えられている（１.５ｍ程度）。本当に安全性に問題がないか再度検
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証するよう助言した。 

（２）電気設備工事・昇降機設備工事 

ア 児童への配慮として工夫された点として、電気設備工事では、手の届

かない高さへのコンセント等の配置、扉付きコンセントの採用、目に優

しい色温度のＬＥＤ採用などがある。 

イ 昇降機設備工事では、東側出入口の至近位置でバギー等の出入りがス

ムーズになる昇降機配置が行われている。 

（３）給排水衛生設備工事・空気調和設備工事 

ア 空気調和設備工事について、環境配慮設計として、低騒音、低振動及 

び大気汚染のない機器の選定、エコケーブルの採用などが行われている。 

イ 省エネ配慮設計として個別空調及び空調ゾーニングの適正化による熱

源エネルギーの低減、全熱交換器により外気負荷の低減、ペリメーター

部分（窓際など外気・日光の影響を受けやすい部分）の空調吹出設置によ

る結露・断熱対策、吹抜け部サーキュレーター設置による空調効果の向

上などが図られている。 

ウ 給排水衛生設備工事について、バリアフリーへの配慮として「高齢者、

障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成１８年法律第９１

号）」、「東京都福祉のまちづくり条例（平成７年東京都条例第３３号）」

に準拠した器具（オストメイト（人工肛門保有者・人工膀胱保有者）対応

設備、低リップ小便器（高さが低目な小便器）等)を設置している。 

エ 保守メンテナンスを考慮して、コンクリート内埋設配管を避けること、

局所給湯方式にすることで維持保全のしやすさに配慮、また、直結給水

方式にすることでポンプのメンテナンスを軽減している。 

 

７ 監査の結果 

計画、設計、積算、契約、施工、安全管理、工事監理、試験・検査等は、お

おむね適正に行われていた。 

（１）計画 

当計画は周到な準備を重ねて実施されており、その合理性、効率性、有

効性、社会性、安全性などについて、問題となるところはない。 

（２）設計 

発注者の意図、施設の特性を的確に把握し、当初設定したコンセプトを
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基に、施設の機能性、安全性、居住環境、自然環境に配慮した設計、耐震

性、材料の安全性、経済性、バリアフリー対応、省エネ・自然エネルギー

利用、地域住民へのプライバシー配慮、防災機能としての整備、維持管理

の容易性などに配慮した的確な内容となっている。 

さらに、敷地に許される法的制限を極限追求し、建築面積、延べ床面積

とも最大限に設定、また、高さ方向に関しても、日影など近隣への影響を

極力勘案してできる限りの居住性を追求している。 

（３）積算 

積算については、公的な積算資料に基づいて正確に積算、単価も各種単

価、各業者の見積りを比較して、最適価格のものを採用している。積算の

内容は、所轄の担当者がチェックして万全を期している。 

（４）契約 

各契約に関する業者の選定、入札、契約に関する手続は、適正に行われ

ていた。 

（５）施工 

事前に施工計画書を作成、各業種連携の下、設計図書に忠実に施工を行

っており品質にも問題はない。近隣にも適切に対応している。 

（６）安全管理 

建築工事を担当する業者の主導で各業者が協力している。軽微な事故が

１件あった。当該事故に対する応急処置、事故報告及び再発防止策は適切

に行われ、その後は無事故で、工事もほぼマスター工程通り遂行されてお

り、大きな遅れはない。 

（７）工事監理 

実施設計を担当した設計事務所の監理技術者が所管課の監督員、施工者

と連携して定期的に的確な監理を行い、品質管理に努めている。 

（８）試験・検査 

試験・検査は的確な対応が行われている。 

 

８ 要望 

（１） 技術士の調査報告において、屋上は一般に開放されるため、ガラス手す

りの高さについては安全性に問題がないか再度検証するよう助言があった。 

所管課では、法的基準、子どもの身長、フェンス周辺の状況を考慮して  
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ガラス手すりの高さを設定したが、さらなる安全対策として手すり上部に

侵入防止ワイヤーを新たに取り付けること等を関係課と協議し、施設開設

までに設置するとの報告を受けた。 

当施設は、児童が来所する施設であり、屋上を開放するのであれば、安

全性には特に配慮が必要と考える。今後、設計時から安全性には、より一

層の配慮をされるよう要望する。 

（２） 安全管理として、安全衛生協議会、安全パトロール、危険予知活動など

が、計画に基づき定期的に実施されていたが、残念ながら軽微な事故が発

生していた。安全対策には、より一層の配慮、取組を要望する。 

（３） 当施設は、実施設計において、耐久性の高い材料の仕様に配慮している

が、部位（屋上防水など）や材料（外壁目地など）によっては、こまめな

維持管理や定期的な修繕も必要となる。それらの運用は極めて長期にわた

るため、維持管理計画、修繕・更新計画などを立て、計画的な維持管理に

取り組まれたい。 

 

９ まとめ 

今回、監査対象とした神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事は、渋谷区

基本構想に掲げる「出産前から、子どもが成長した後に至るまで、子育てを切

れ目なく支援する街」の実現のため、妊娠期から１８歳になるまでの全ての子

どもとその家族への総合的で切れ目のない支援を高い専門性と地域の力で実現

するため、「渋谷区子育てネウボラ」の拠点施設として設置されるものである。 

監査の結果、計画、設計から施工まで、おおむね適正に行われていたが、子

育ての総合的な相談場所として相談機能を集約した複合施設を開設し、誰もが

集い、地域と繋がる開かれた場所を目指すとしていることから、来所する親子

が安心して利用できる施設となるよう改めて要望する。 

今後とも、施設の整備や改修については、安全性、機能性、経済性を考慮し

た工事となるよう努められたい。 
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別表 

 

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事契約一覧（令和 2 年 7 月 14 日現在） 

 

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事基本・実施設計業務委託 

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事基本設計及び実施設計業務委託  

契約金額 66,042,240 円 

契約年月日（変更前） 平成 29 年 11 月 13 日 

契約年月日（変更後） 平成 30 年 12 月 7 日 

履行期限（変更前） 平成 31 年 1 月 31 日 

履行期限（変更後） 平成 31 年 3 月 29 日 

受託者 株式会社Ｋ構造研究所 

契約方法 希望型指名競争入札 

契約変更理由 アドバイザーの意向、コンセプトを反映するための履行期限の延長  

委託概要 基本設計業務及び実施設計業務を行う。 

 

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事 2 階・3 階電気設備設計業務委託   

契約金額 1,331,000 円 

契約年月日 令和 2 年 3 月 2 日 

履行期限 令和 2 年 3 月 31 日 

受託者 株式会社Ｋ構造研究所 

契約方法 随意契約 

委託概要 2 階・3 階の電気設備レイアウトに関連した調整内容の設計 

 

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設建築工事 

契約金額 1,820,500,000 円 

契約年月日 令和元年 6 月 19 日 

工期限 令和 3 年 5 月 31 日 

請負者 共立・鈴縫建設共同企業体 

契約方法 制限付一般競争入札 

工事概要 次の建築工事を行う。 

 敷地面積 883.30 ㎡ 

 建築面積 604.52 ㎡ 

 延べ面積 4558.68 ㎡ 

 構  造 鉄骨造 

 階  数 地上 8 階建て 

 用  途 庁舎 

 [１  階] エントランスホール、駐車場、駐輪場 

 [２  階] 子育て支援・交流スペース 

 [３  階] 子育て支援・交流スペース 

 [４  階] 保健相談所 

 [５  階] 保健相談所 

 [６  階] 保健相談所、教育就学相談スペース 

 [７  階] 子ども発達相談センター 

 [８  階] 子ども家庭支援センター 
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神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設電気設備工事 

契約金額 330,000,000 円 

契約年月日 令和元年 10 月 11 日 

工期限 令和 3 年 5 月 31 日 

請負者 協和・東照建設共同企業体 

契約方法 制限付一般競争入札 

工事概要 次の電気設備工事を行う。 

 受変電設備工事、幹線・動力設備工事、電灯・コンセント設備工事、

構内交換・テレビ共同受信設備工事、構内情報通信網設備工事、イ

ンターホン・呼出警報設備工事、110 番通報・情報表示設備工事、放

送・ITV・音響・AV・誘導支援設備工事、機械警備配管・無線 LAN 配

管設備工事、太陽光発電設備工事、自動火災報知設備工事、避雷設

備工事 

 

 

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設給排水衛生設備工事   

契約金額 140,580,000 円 

契約年月日 令和元年 10 月 11 日 

工期限 令和 3 年 5 月 31 日 

請負者 ジーケー工業株式会社 

契約方法 制限付一般競争入札 

工事概要 次の給排水衛生設備工事を行う。 

 衛生器具設備工事、給水設備工事、排水設備工事、給湯設備工事、

消火設備工事、都市ガス設備工事、厨房機器設備工事  

 

 

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設空気調和設備工事   

契約金額 232,100,000 円 

契約年月日 令和元年 10 月 11 日 

工期限 令和 3 年 5 月 31 日 

請負者 株式会社協和日成 渋谷支店 

契約方法 制限付一般競争入札 

工事概要 次の空気調和設備工事を行う。 

 空気調和設備工事、換気設備工事、自動制御設備工事、床暖房設備

工事  
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神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設昇降機設備工事   

契約金額 42,827,070 円 

契約年月日 令和元年 10 月 11 日 

工期限 令和 3 年 5 月 31 日 

請負者 株式会社日立ビルシステム 

契約方法 制限付一般競争入札 

工事概要 次の昇降機設備工事を行う。 

 エレベーター                                                                                                   

1 号機 

[形式用途] 乗用 車いす仕様                                                                                                     

[定格積載量] 1000kg 15 人                                                                                         

[定格速度] 90m/min                                                                                                                                                                                                

[停 止 階] 1～8Ｆ 

 エレベーター                                                                                                    

2 号機 

[形式用途] 乗用 車いす仕様                                                                                                     

[定格積載量] 1000kg 15 人                                                                                         

[定格速度] 90m/min                                                                                                                                                                                                

[停 止 階] 1～8Ｆ 

 

 

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事工事監理業務委託   

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事工事監理等業務委託（令和元年度）  

契約金額 14,193,300 円 

契約年月日 令和元年 6 月 19 日 

履行期限 令和 2 年 3 月 31 日 

受託者 株式会社Ｋ構造研究所 

契約方法 随意契約 

委託概要 建設工事工事監理業務を行う。 

神南分庁舎跡地複合施設（仮称）建設工事工事監理等業務委託（令和 2 年度） 

契約金額 22,304,700 円 

契約年月日 令和 2 年 4 月 1 日 

履行期限 令和 3 年 3 月 31 日 

受託者 株式会社Ｋ構造研究所 

契約方法 随意契約 

委託概要 建設工事工事監理業務を行う。 

 


